







合体 (Sprach- und Kultrbund) を構成している。これら諸言語の20 年の歴史








tag ， 71undi に対し，ギリシア語 deut るra( ゼ、フテラ)，ポルトガル語 segunda-feira
は「第 2 日J (日曜日起算)となる o
第 2章(語棄の問題)では等語(i soglos) と異語 (heteroglos) などが論じ







第 4 章(周辺地域) :バスク語とコーカサス諸語は系統は異なるが，能格 (erga 同
首ve case) ，二十進法 (vigesim a1 sytem) ，動調の多人材、性 (polyperson a1i sm)
が共通している。










ヨーロッパ諸語の文法特徴を declension (曲用，名調類の変化)と conjugation
(活用，動詞の変化)について見ると，概略，次のようになる。
南ヨーロッパ: les declension (曲用単純化)， rich conjugation (活用豊富)
北・西ヨー ロツノ'¥ : por de c1 ension (曲用単純)， por conjugation (活用単純)
中部ヨーロッパ: fair de c1 ension (曲用中程度)， fair conjugation (活用中程度)
東ヨーロッパ: rich declension (曲用豊富)， rich conjugation (活用豊富)
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コセリウ (Cose 廿u) の立場から印欧方言学については Europaeisch とIndoper-
isisch に大別した後，地域方言・社会方言・文体の 3種の相違をもっ立方体系と
して個別言語を記述した後，ヨーロッパの 3 大言語群をゲルマン諸語( 5億)と
ロマンス諸語 (4 億)を表庭 (Vorhof) であり言語的革新に積極的であるのに対
して，スラヴ諸語( 3億)を裏庭 (Hinterhof) であり保守的である，と指摘す





達， be ， have 動詞の文法化，形態論の簡易化などをE. Sapir にならって dri:ft (潮
流)として捉える。西欧が言語的改新に積極的であるのに対して東欧は保守的
であると述べ， H. Wagne r( 195 ， 24) のおde Sprache ist mit ihrer Nachbrspe 
typolgisch verwandt (すべての言語は隣接する言語と類型論的に類似している)




発達したが， rハンガリ一語の印欧語化J (Le wy) の研究にも言及する。 D ri:ft 2 : 
「複合時制」の発達について，俗ラテン語からゲルマン諸語に広まり，さらに，
フィンランド語にも伝えられたことを指摘する。 Dri 立3 : rbe ， have の文法化」
は“be" ，“have" が受動態，進行形，複合時制に生じた過程を論じている。 D出t4 : 
「形態論の単純化」についてヨーロッパ諸語の中で英語とデンマーク語において
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総合形 (synthetic form) から分析形 (analytic form) への変化が最も進んでいる，
と指摘する o Dri 立5 : r音韻発達J は二重母音化，口蓋化のような，様々な変化
を示すが，ヨーロッパ諸語は25-40 個の音素を持ち，理想的な状態である，と
述べる。 Dri 立6 : r文化的語長，学術用語J の伝播はギリシャ語，ラテン語が中
心になって行われたと指摘し，具体例を示している o Dri 立7 :r 西ヨ}ロッパ諸
語における機能動調の発達」について，ラテン語の iter facio (旅行する)から
フランス語の削re l' achat (acheter (買う) ) ，イタリア語の fare la s仕ad (viagi-






「ゲルマン語の最重要の特徴」を H. Kr ahe (1 96) の1 項目に基づいて検討す
るo (1 :語アクセントの第 1音節へ固定化 2 子音推移 3 鳴音的流音・
鼻音が ur ，ul ， um ， un に変化， 4: a， 0 > a， a， 0 >百 5 語末音法則(ゲルマン
祖語 *dagaz> Go 也 dags ，ON dagr) ， 6 アプラウト現象 7 格の融合(西
ゲルマン語の 5格が 4 ， 3， 2，ゼロに縮小)， 8 :名調の n- 曲用 (oxen) ， 9 





Swadesh (1 952) の20 語の基礎語義に基づいて印欧語の純度 (Indo-European
purity) に従って 3項目に分類すると，ゲルマン語は，先史時代に基層言語 (sub-










また，共時的考察として 1 ロマンス諸語における音韻体系を比較し 2
形態統辞 (morphosyntaxe) の比較考察を行い， 3 数詞16 の表示法を比較し， 4 




スペイン語は 1 ケルト語，イベリア語が基層言語であり 2 ラテン語が
主要層となり 3 ゴート語が上層言語 4 アラピア語も上層語などとして構
成された，と指摘する。
また，その他のロマンス語と比較してスペイン語にはラテン語の古い層
がある 2 形態法には謬着(こうちゃく)的性格がある 3 一一略一一 4
規則外となるアクセントを正書法で表示する 5 音韻について，二重母音が多
く，硬口蓋音[1lJが多い 6 形態統辞として目的格代名調の位置，動詞の人







義性 (antoym) が官le sun rises vs 官le sun sets には認められるが， ドイツ語
には Die Sone geht auf vs Die Sone geht unter があり共通部分を指摘できる，
とする。また，整合性 (s 戸nme 廿y) について英語の dep vs shalow には対称性
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が認められないが，フランス語の profnd vs peu profnd には認められる。
言語地理学の等語線(i soglos) は「リンゴ」を示す apl 令Apfel ・ubul (Ir)な
どは同じ起源の単語を使用するが，フランス語 pome ，スペイン語 manza ，




俗ラテン語におけるゲルマン語からの借用語として， burgs (城)， hosa (ズ
ボン)， sapo (石鹸)， supa (スープ)などがあると指摘する。詳細な検証がさ
れているすぐれた 1章である。
9 )印欧語の擬音語












から近代ドイツ語には [sJ > m が生じたことなどを詳細に下宮氏は述べてい
る。スラヴ語，ロマンス語，ゲルマン語，アイルランド語などについて調査を行
い 1 口蓋化は子音の長音点が前方に移動すること 2 口蓋化した子音は破
擦音([司 J， [d j])を経て，歯擦音化 ([tn ，[dn) すること 3 変化表を統一
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化する働きと歴史的条件に拘束されている場合があること 4 口蓋化には調音
前方化(i向 U m1 aut) のほかに調音後方化 (u-Umlaut: ON. tokm 'we 旬ke' (く*
takom) ， 5 :ドイツ語では a，0， u が前方向に進むのに対して，ギリシャ語で、は
e， ei ， oi ， y が現代語では凹になったこと，を要約している。
12) 名詞と性と数













れる 2 主語の義務的・任意的の対比 3 人材、代名詞の 1 ・2 人称は男女性
の区別がないが，付加語の機能により識別が可能 4 敬称 2人材、の発達 5
指示体系(ラテン語では hic-ist e- ill の 3項体系，英語の this 同.that の 2項体系)





十進法 (decimal sytem) が現代のヨーロッパ諸語も多くが十進法である。し
かし，ケルト語，バスク語，コーカサス語は二十進法を用いている O 数詞の問題
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点を下宮氏は次のように列挙している o 1 十進法(印欧諸語，セム語，チュル
ク諸語，フイン・ウゴル諾諾，日本語など)と二十進法(バスク語，デンマーク
語，コーカサス諸語)がある， 2: rnJ ， r12J をゲルマン諸語では r1 余り 10J
r2 余り 10J の表現を取る 3 ラテン語 r18J r19J は r20 マイナス 2J r20 マ
イナス 1J の表現を取る 4 スラヴ諸語，ブルガリア・ル}マニア・アルバニ
ア語において rnJ から r19J を r1余り 10J r 9余り 10J と表現する 5 ド
イツ語，オランダ語，デンマ}ク語において r2IJ から r99J までを r1 余り 20J
r2 余り 20J のように表現する 6 東スラヴ語では r40J を sork で表す特別
な語が存在する 7 ケルト諸語は二十進法が発達した 8 基数と序数との整












16) 再帰代名詞 se の消長
言語聞の親族性を証明する証拠として印欧語の再帰代名詞 se を検討してヨー
ロッパ諸言語の関係を記述した手堅い論考である。 1 : se の語源と同族語
葉 2 本来の再帰代名詞の様態 3 ラテン語の形式所相動詞 (deponetia ; 
L. nascor r生まれるJ) はロマンス語において自動調(恥 nascer r生まれるJ)
などになる 4 中間受動態 (medio-pasive: Da. peng veksles rお金が両替
されるJ) がノルド語とスラヴ語に共通 5 他動詞が再帰動詞として自動詞と
なる 6 多くのロマンス語は不定代名調として再帰代名調 se を用いる 7
34 
本来 3人材、に用いれる se が 1人称・ 2 人称へ拡張(バルト・スラヴ・ノルド語
のisoglos) ， 8 所有者の性別を英語では his ，her で区別するがフランス語で




にまとめている。 1 ラテン語 Oaudor f私は褒められるJ) から俗ラテン語の
分析的表現 Oaudtus sum) に発達した。 2 : fbe+ 過去分調」の受動文を回避
するために再帰代名詞 se を用いるか，能動文を用いる 3 ゲルマン諸語のゴ
ート語の場合 bairad 'er wird ge 廿agen (he was caried) ，のように助動調を用い
ない(ギリシャ語と同じ)， 4 :バルト諸語のリトワニア語では fbe+ 過去分詞」
で表現される 5 スラヴ語(ロシア語)は fbe+ 過去分詞Jで表現される 6














19) バスク語は half-Romance か
バスク語はロマンス語域の中で孤島をなしていて，語葉的には半分ロマンス語





バスク語は母音 5 つCi， e， a， 0， u) と二重母音 5 つ (ei ，ai ， oi ， eu ， au) を持つ。
子音は p，t， k など20 が存在する，と紹介する。さらに，特有の現象を記述し，
語頭の p，t， k が有声化する傾向があり，母音聞の d が方言により r になること，




その前に e が置かれ， rが重複すること，子音連続を好まず，母音挿入や子音脱
落が生じることを下宮氏は指摘する。
21)スペインのバスク
バスク地方はフランス側の 3 州 (10 万人弱)とスペイン側の 4 州 (50 万人)の
7 州治、らなり，民族，言語，文化の統一'1 1生を持っている。また，バスク人の言語
学者であるルイス・ミチエレナ (195-87) が『バスク語歴史音韻論j (Fon 剖 ca




関係は不明だが，次のような類型的な特徴がある 1 能格 (ergative (自動詞
の主語と他動詞の目的語が同じ格))， 2: 20 進法 (vigesimal sytem) ， 3 動詞










語がユーラシア言語群で 1 つのグループを形成すると指摘している (Shimoiya ，
1973) 。















副論文: Aliteration in the Poetic Ed ，α 
「頭韻」は古英語と中英語の韻文に広く見られる文体であり，この現象をゲル
マン諸諸について観察するが長年望まれていたが，下宮氏は13 世紀に古アイスラ
ンド語で書かれた Eda の「頭韻j ついて詳細に検討している。極めて貴重な論
考である。
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